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医
療
機
関
の
経

営
難
が
止
ま
ら
な

い
。
と
り
わ
け
病

院
は
、
全
国
の
ど

こ
か
で
毎
週
の
よ

う
に
倒
産
や
合
併

が
報
道
さ
れ
「
明

日
は
我
が
身
」
と
戦
々
恐
々
に

な
っ
て
い
る
病
院
経
営
者
も
多

い
。
日
本
病
院
会
を
は
じ
め
と

す
る
６
病
院
団
体
が
昨
年
の
６

月
か
ら
１０
月
ま
で
の
病
院
経
営

状
況
を
調
査
し
、
な
ん
と
６
割

以
上
の
病
院
が
赤
字
と
判
明

し
、
日
本
医
師
会
と
と
も
に
医

療
機
関
の
経
営
危
機
に
対
す
る

補
助
金
や
診
療
報
酬
の
期
中
改

定
を
求
め
る
合
同
声
明
を
出
し

た
。
あ
る
日
突
然
、
医
療
機
関

が
な
く
な
り
、
地
域
医
療
が
崩

壊
す
る
こ
と
が
最
も
恐
れ
ら
れ

る
事
態
だ
▼
身
近
で
も
悲
痛
な

声
が
上
が
る
中
、
医
療
費
の
４

兆
円
削
減
や
１１
万
床
の
病
床
削

減
な
ど
の
政
策
に
一
部
野
党
と

与
党
の
合
意
が
進
ん
で
い
る
。

６
月
に
は
政
府
の
骨
太
方
針
が

出
て
、
８
月
に
は
２
０
２
６
年

度
予
算
概
算
要
求
が
ま
と
め
ら

れ
る
の
で
、
経
営
改
善
と
地
域

医
療
を
守
る
た
め
の
運
動
は
一

刻
も
待
て
な
い
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
▼
本
来
、「
医
は
算
術
」

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
に
、

こ
こ
ま
で
毎
日「
経
営
」「
経
営
」

と
医
師
が
頭
を
悩
ま
せ
な
く
て

は
な
ら
な
い
事
態
は
好
ま
し
く

な
い
。
医
療
の
質
を
向
上
さ
せ
、

安
心
・
安
全
な
医
療
を
地
域
住

民
に
提
供
す
る
こ
と
を
何
よ
り

医
療
機
関
の
開
設
者
や
管
理
者

で
あ
る
医
師
は
追
求
す
べ
き

だ
。
診
療
報
酬
ダ
ウ
ン
、
物
価

高
騰
と
人
件
費
ア
ッ
プ
で
、
病

床
稼
働
率
が
１
０
０
％
を
超
え

て
も
赤
字
の
病
院
が
あ
る
こ
と

は
狂
気
の
沙
汰
で
は
な
い
の

か
。
自
ら
の
本
来
の
姿
を
全
う

す
る
た
め
に
も
、
こ
の
夏
は
た

た
か
い
の
夏
だ
。 

（
梨
杏
）

園田栄太郎

いい医療ドットコム～神奈川県保険医協会ホームページ～

https://www.iiiryou.com/

医
療
費
総
枠
拡
大
し
プ
ラ
ス
改
定
へ

政
策
部
長
談
話
で
「
目
安
」
廃
止
説
く

高
齢
化
分
に
抑
制
、
累
積
で
医
療
危
機

　

政
策
部
は
６
月
５
日
、「
皆

保
険
の
医
療
に
背
を
向
け
る
財

政
審
『
建
議
』
に
反
対
す
る
」

と
題
す
る
磯
崎
哲
男
部
長
談
話

を
発
表
、
日
医
は
じ
め
医
療
団

体
、
国
会
議
員
、
マ
ス
コ
ミ
な

ど
に
送
付
し
た
（
３
面
）
。

　

談
話
は
、
５
月
２６
日
の
「
骨

太
方
針
２
０
２
５
」
骨
子
案
で

来
年
度
に
向
け
医
療
な
ど
の

「
公
定
価
格
引
き
上
げ
」
が
盛

り
込
ま
れ
た
こ
と
に
反
し
、
５

月
２７
日
に
財
政
制
度
等
審
議
会

「
建
議
」
で
医
療
費
の
更
な
る

適
正
化
を
打
ち
出
し
た
こ
と
を

問
題
視
。
医
療
費
総
枠
拡
大
と

診
療
報
酬
プ
ラ
ス
改
定
を
求
め

た
も
の
。
談
話
へ
は
、
日
医
元

役
員
、
週
刊
東
洋
経
済
、
慶
應

大
学
教
授
、
医
療
制
度
研
究
会
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
石
川
協
会

副
会
長
、
青
森
協
会
元
理
事
長

な
ど
か
ら
反
響
が
あ
っ
た
。

　

医
療
法
人
の
経
常
利
益
の
最

頻
値
は
「
０
・
０
～
１
・
０
％
」

が
２
年
連
続
し
、
医
療
福
祉
の

賃
上
げ
率
は
２
・
５
％
で
、
全

産
業
の
４
・
１
％
へ
遠
く
及
ば

な
い
（
中
医
協
２
０
２
５
年
４

月
２３
日
資
料
）。

　

医
療
費
の
規
模
を
規
定
す
る

国
庫
負
担
（
社
会
保
障
関
係
費
）

は
、
こ
の
１０
年
、「
高
齢
化
に

よ
る
増
加
分
に
相
当
す
る
水
準

万
床
の
病
床
削
減
で
合
意
し

た
」
と
の
報
道
に
つ
い
て
、「
数

字
だ
け
が
独
り
歩
き
す
れ
ば
医

療
現
場
が
混
乱
し
か
ね
な
い
」

と
懸
念
を
表
明
。
６
月
９
日
に

は
実
務
者
間
の
三
党
合
意
に
対

し
、
十
分
な
配
慮
を
求
め
つ
つ

総
論
に
は
賛
同
す
る
と
し
な
が

ら
、
病
床
削
減
あ
り
き
と
は
し

な
い
よ
う
牽
制
し
た
。

　

財
政
健
全
化
を
巡
る
基
礎
的

財
政
収
支
に
つ
い
て
は
「
２５
～

２６
年
度
を
通
じ
て
、
可
能
な
限

り
早
期
の
黒
字
化
を
目
指
す
」

と
記
載
。
こ
れ
ま
で
の
黒
字
化

目
標
は
２５
年
度
だ
っ
た
。

　

６
月
７
日
に
は
全
日
本
病
院

協
会
の
常
任
理
事
会
で
、
歳
出

改
革
努
力
の
継
続
と
自
然
増
の

定
義
変
更
は
「
納
得
で
き
る
も

の
で
は
な
い
」
と
の
意
見
が
相

次
い
だ
。
猪
口
会
長
は「
高
齢
化

に
よ
る
増
加
分
と
は
別
枠
で
、

経
済
・
物
価
動
向
等
を
踏
ま
え

た
対
応
を
行
う
」
に
修
文
す
る

は
変
わ
ら
な
い
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

保
険
外
し
は
未
記
載

　

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
に
つ
い
て

は
、
昨
年
の
骨
太
方
針
と
同
じ

文
言
で
あ
る「
医
薬
品
・
検
査
薬

の
更
な
る
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化

な
ど
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
推
進
し
つ
つ
、
薬
剤
自

己
負
担
の
見
直
し
を
検
討
す

る
」以
外
の
記
載
は
な
い
。来
年

度
か
ら
一
部
を
保
険
適
用
外
と

す
る
方
向
で
調
整
し
て
い
る
な

よ
う
働
き
か
け
て
い
る
と
し
た
。

　

自
民
党
は
６
月
９
日
に
政
調

全
体
会
議
を
開
き
、
長
坂
厚
労

部
会
長
は
社
会
保
障
関
係
費
で

の
経
済
・
物
価
動
向
へ
の
対
応

に
つ
い
て
、自
然
増
に
含
め
ず
、

別
枠
で
対
応
す
べ
き
と
主
張
。

賃
上
げ
や
物
価
上
昇
の
財
源
に

は
、
消
費
税
収
な
ど
の
増
加
分

を
充
て
る
べ
き
と
し
た
。

　

同
日
の
公
明
党
の
政
調
全
体

会
議
で
は
、
原
案
の
書
き
ぶ
り

が
最
終
的
に
は
「
歳
出
改
革
努

力
」
で
賃
金
・
物
価
手
当
分
を

削
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
、
と
の
懸
念
が
厚
労
関
係
議

員
に
漂
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め

手
当
を
削
ら
な
い
よ
う
、
念
押

し
す
る
声
が
上
が
っ
た
と
い
う
。

　

な
お
、
原
案
公
表
に
先
立
ち

医
療
団
体
や
公
明
党
、
自
民
党

有
志
、
神
奈
川
県
知
事
か
ら
は

物
価
や
賃
金
上
昇
に
対
応
し
た

診
療
報
酬
の
仕
組
み
な
ど
を
求

め
る
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

に
お
さ
め
る
」
こ
と
を
『
目
安
』

と
し
、
技
術
進
歩
等
の
医
療
の

高
度
化
分
な
ど
は
認
め
て
い
な

い
。
こ
こ
へ
近
年
の
物
価
・
賃

金
の
上
昇
が
重
な
り
、
医
療
機

関
の
倒
産
、
休
廃
業
・
解
散
が

過
去
最
高
と
な
っ
て
い
る
。

　

談
話
は
こ
れ
ら
を
指
摘
し
、

高
齢
化
分
の
「
目
安
」
対
応
が

予
算
編
成
で
導
入
さ
れ
た
２
０

１
６
年
度
以
降
、
診
療
報
酬
は

マ
イ
ナ
ス
改
定
の
連
続
で
あ

り
、
累
積
で
▲
４
・
０４
％
に
な

る
と
提
示
。

　

歳
入
や
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
増
加

分
ほ
ど
医
療
費
は
増
加
し
て
い

な
い
こ
と
に
触
れ
、
消
費
税
収

の
上
振
れ
分
な
ど
工
面
の
余
地

は
あ
る
と
示
し
た
。

　

ま
た
、「
建
議
」
が
提
案
す
る

再
診
料
の「
外
来
管
理
加
算
」

の
包
括
化
や
初
診
料
の「
機
能

強
化
加
算
」
の
廃
止
が
実
施
さ

れ
る
と
、改
定
率
▲
０
・
６
％
に

相
当
し
、２４
年
度
改
定
で
の
①

生
活
習
慣
病
管
理
料
等
の
再
編

▲
０
・
２５
％
の
倍
以
上
、②
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
＋
０
・
６

％
を
帳
消
し
に
し
、
第
一
線
医

療
に
大
打
撃
を
与
え
る
と
警
鐘
。

　

「
灌
漑
施
設
」
で
あ
る
健
康

保
険
制
度
を
盤
石
に
す
る
た

め
、「
建
議
」
が
目
標
の
第
一

に
掲
げ
る
「
活
力
あ
る
経
済
社

会
の
実
現
」
に
よ
り
、
医
療
保

険
を
支
え
る
保
険
料
の
増
加
を

期
す
べ
き
だ
と
指
摘
。
社
会
保

障
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
成

長
戦
略
で
あ
る
と
結
び
、
医
療

費
総
枠
の
拡
大
、「
目
安
」
対

応
の
撤
回
を
求
め
て
い
る
。

賃
上
げ
へ
「
的
確
な
対
応
」

〝
歳
出
の
目
安
〟
概
ね
維
持
に
反
発
も

骨
太
「
原
案
」
が
公
表

活動報告活動報告quick reports

署名を国会議員に提出

子ども医療費 全国一律無料制度を求め国会へ子ども医療費 全国一律無料制度を求め国会へ

累計署名21万筆超累計署名21万筆超
　地域医療対策部は5月29日、子ども医

療費無料制度を国に求める全国ネット

ワーク（以下、子ども医療全国ネット）

主催の国会内集会に参加した。集会では

立憲民主党や共産党の国会議員による

挨拶に続き、愛知県社会保障推進協議会

の澤田和男氏が講演。澤田氏は、子ども

医療費助成制度が対象年齢の拡大など自治体レベルで進展するものの、一部負担

金や所得制限の有無など自治体間での格差が課題となっている現状を指摘。「国

による全国一律の無料制度創設が不可欠だ」と強く訴えた。

　また集会では、“国の制度として、18歳年度末までを対象とする医療費窓口負

担無料制度を早期に創設すること”を請願項目とする署名を国会議員に提出し、

今国会での請願採択を目指すことを確認。この署名活動は2022年から始まり、今

回が第三次提出となる。神奈川協会としては323筆を取りまとめ、子ども医療全

国ネット全体で7万3,889筆を提出した。これ

により、3年間の累計は21万8,954筆に達した。

2025年9月1日より2025年9月1日より

保険医年金保険医年金
予定利率上昇！予定利率上昇！

お申込み期間は年2回お申込み期間は年2回

　春募集 ： 4月1日～  6月15日 （9月1日加入）　春募集 ： 4月1日～  6月15日 （9月1日加入）

　秋募集 ： 9月1日～10月25日 （1月1日加入）　秋募集 ： 9月1日～10月25日 （1月1日加入）

　　　お問合せはお電話または2次元コードから　　　お問合せはお電話または2次元コードから
TEL:045-313-2111 (神奈川県保険医協会・共済部）TEL:045-313-2111 (神奈川県保険医協会・共済部）

1.202%1.202%（現行）（現行）

（2025年9月1日～）（2025年9月1日～）

1.225%1.225%

　

原
案
で
は
、
医
療
等
の
公
定

価
格
分
野
の
賃
上
げ
、
経
営
安

定
、
離
職
防
止
、
人
材
確
保
が

「
し
っ
か
り
図
ら
れ
る
よ
う
、

コ
ス
ト
カ
ッ
ト
型
か
ら
の
転
換

を
明
確
に
図
る
」
、
そ
し
て
「
次

期
診
療
報
酬
改
定
を
始
め
と
し

た
必
要
な
対
応
策
」
を
的
確
に

行
う
と
し
た
。

　

社
会
保
障
予
算
を
〝
高
齢 

化
の
伸
び
の
範
囲
内
に
抑
制
す

る
〟
と
い
う
目
安
対
応
に
つ
い

て
は
、〝
自
然
増
〟の
定
義
に
「
経

済
・
物
価
動
向
等
を
踏
ま
え
た

対
応
に
よ
る
増
加
分
」
も
加
え

る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
、「
こ

れ
ま
で
の
歳
出
改
革
努
力
を
継

続
す
る
」
と
の
文
言
は
残
る
た

め
、
歳
出
改
革
を
差
し
引
い
た

範
囲
内
に
社
会
保
障
関
係
費
の

伸
び
を
抑
え
る
と
い
う
枠
組
み

ど
と
報
道
さ
れ
る
一
方
、
維
新

の
岩
谷
幹
事
長
は
６
月
６
日
に

「
基
本
的
に
ま
だ
ほ
ぼ
ゼ
ロ
回

答
に
近
い
」
と
発
言
し
て
い
る
。

　

病
床
削
減
に
つ
い
て
も
具
体

的
数
字
等
は
示
さ
れ
な
か
っ

た
。
原
案
発
表
と
同
日
の
６
月

６
日
に
は
、
自
民
・
公
明
・
維

新
が
実
務
者
レ
ベ
ル
で
〝
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
た
調
査
を
行

っ
た
上
で
削
減
す
る
こ
と
〟
で

合
意
。
こ
れ
に
先
立
つ
５
月
２８

日
に
日
医
の
松
本
会
長
は
「
１１

　

経
済
財
政
の
運
営
方
針「
骨
太
の
方
針
２
０
２
５
」
の
原
案
が
６
月
６
日
、
公
表
さ
れ

た
。「
賃
上
げ
を
起
点
と
し
た
成
長
型
経
済
の
実
現
」
を
謳
い
、「（
賃
上
げ
へ
）
的
確
な
対

応
を
行
う
」
と
明
記
。
し
か
し「
歳
出
改
革
を
通
じ
た
保
険
料
負
担
の
抑
制
努
力
も
継

続
」
し
、〝
歳
出
の
目
安
〟
対
応
も
基
本
的
に
維
持
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
自
民
党
内
や
公

明
党
内
、
病
院
団
体
か
ら
は
さ
ら
に
踏
み
込
む
べ
き
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
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医
療
機
関
に
お
い
て
は
、

患
者
へ
の
医
療
提
供
の
み
な

ら
ず
、
医
療
制
度
の
動
向
把

握
や
診
療
報
酬
の
適
正
な
理

解
と
対
応
、
さ
ら
に
は
医
業

経
営
に
関
わ
る
多
岐
に
わ
た

る
課
題
へ
の
迅
速
な
対
応
が

求
め
ら
れ
る
。
神
奈
川
県
保

険
医
協
会
は
開
業
医
の
要
求

実
現
を
行
う
運
動
団
体
で
あ

る
と
と
も
に
、
会
員
が
安
心

し
て
医
療
に
専
念
で
き
る
よ

う
、
医
療
制
度
に
関
す
る
情

報
や
実
務
支
援
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
。

　

そ
の
活
動
の
一
つ
が
、
神

奈
川
県
保
険
医
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
〝
い
い
医
療
ド
ッ
ト

コ
ム
〟
で
の
情
報
提
供
で
あ

る
。
い
い
医
療
ド
ッ
ト
コ
ム

で
は
、
医
療
現
場
で
今
ま
さ

に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
情
報

を
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信
し
て

お
り
、
会
員
に
と
っ
て
非
常

に
有
益
な
情
報
源
と
な
っ
て

い
る
。
診
療
報
酬
改
定
の
動

画
で
の
詳
細
な
解
説
、
制
度

改
正
に
関
す
る
速
報
な
ど

の
、
正
確
で
信
頼
性
の
高
い

情
報
を
迅
速
に
掲
載
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
日
々
の
診
療
に
役

立
つ
学
術
研
究
会
や
文
化
企

画
な
ど
の
行
事
案
内
も
随
時

更
新
し
て
お
り
、
医
師
と
し

て
の
知
識
向
上
や
他
の
医
療

関
係
者
と
の
交
流
の
機
会
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。
講
演

資
料
や
ア
ー
カ
イ
ブ
動
画
は

イ
ベ
ン
ト
開
催
後
に
会
員
専

用
ペ
ー
ジ
に
て
閲
覧
可
能
で

あ
り
、
時
間
や
場
所
に
と
ら

わ
れ
ず
学
習
を
継
続
で
き
る

環
境
が
整
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
税
務
・
労
務
・

助
成
金
と
い
っ
た
医
業
経
営

に
関
す
る
各
種
情
報
や
、
必

要
書
類
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
能
で
あ
り
、
日
常
業
務
に

お
い
て
発
生
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
心
掛
け
て
い
る
。

　

上
述
の
通
り
、
様
々
な
情

報
を
提
供
す
る
傍
ら
、
会
員

か
ら
協
会
事
務
局
員
に
電
話

に
よ
る
問
合
せ
も
多
く
い
た

だ
く
。
そ
の
中
か
ら
、
よ
く

あ
る
項
目
を
整
理
し
検
索
機

能
を
持
た
せ
た
Ｆ
Ａ
Ｑ
を
整

備
。
こ
の
４
月
か
ら
公
開
を

始
め
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
検
索
欄
に
〝
処

方
箋
〟
と
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入

力
す
る
と
、
患
者
が
紛
失
し

た
場
合
の
対
応
な
ど
が
示
さ

れ
る
。
ぜ
ひ
お
試
し
い
た
だ

き
た
い
。

　

医
療
機
関
の
運
営
と
い
う

多
忙
な
日
々
に
あ
っ
て
は
、

信
頼
で
き
る
情
報
を
効
率
よ

く
取
得
す
る
手
段
と
し
て
、

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
は
大
い
に
活
用

す
べ
き
存
在
で
あ
る
。

　

今
後
も
協
会
で
は
、
会
員

の
声
を
反
映
し
な
が
ら
、
よ

り
一
層
有
用
な
情
報
の
提
供

に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ

る
。
継
続
的
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
訪
問
し
、
診
療
活
動
お

よ
び
医
業
経
営
の
一
助
と
し

て
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

日
常
診
療
の
強
い
味
方

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
よ
う

第
３１
期
第
３３
回
理
事
会
　
４
月
２４
日
（
木
）

〈
役
員
３０
名
、出
席
２４
名
（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
１０
名
）〉

類
似
薬
の
３
点
が
挙
げ
ら
れ

議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
ま
た

「
病
床
数
適
正
化
支
援
事

業
」
に
つ
い
て
も
意
見
が
あ

っ
た
。
こ
の
事
業
は
、
病
床

数
の
適
正
化
を
支
援
す
る
と

い
う
名
目
で
削
減
病
床
１
床

に
つ
き
４
１
０
万
４
０
０
０

円
で
ベ
ッ
ド
を
買
い
取
る
事

業
で
あ
る
。
現
状
、
削
減
病

床
８
千
床
の
募
集
に
対
し
、

【
議
長
報
告
】

　

「
理
事
会
決
定
の
具
体
化

と
最
近
の
情
勢
」の
な
か
で
、

情
勢
討
論
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
医
療
機
関
の
赤
字
・
倒

産
や
消
費
税
減
税
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ

５
万
床
の
応
募
が
あ
る
。
国

の
医
療
費
削
減
政
策
の
一
つ

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
近

い
将
来
の
新
興
感
染
症
流
行

時
の
対
応
等
、
様
々
な
問
題

が
噴
出
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
保
険
医
協
会
と
し
て
、

何
ら
か
の
形
で
対
応
す
べ
き

と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

２
０
２
４
年
度
活
動
報
告

案
及
び
２５
年
度
活
動
方
針
案

に
つ
い
て
、
追
加
部
分
が
報

告
さ
れ
た
の
ち
理
事
会
に
お

い
て
承
認
さ
れ
た
。

　

５
月
１０
日
開
催
の
第
３１
期

第
４
回
定
時
評
議
員
会
、
６

月
１５
日
開
催
の
第
７０
回
定
時

総
会
に
つ
い
て
、
準
備
状
況

が
総
務
部
よ
り
説
明
さ
れ
、

順
調
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

 

（
議
長
・
湯
浅
○医
）

職
場
で
意
見
交
換
を

ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
は
「
意
識
」
か
ら

新聞部学習会
　

新
聞
部
は
４
月
４
日
、
新
聞

部
学
習
会
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現

を
き
っ
か
け
に
組
織
を
変
え
る

／
言
葉
を
生
む
背
景
を
考
え

る
」
を
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ

併
用
で
開
催
し
、
３９
名
が
参
加

し
た
。
講
師
を
務
め
た
吉
永
磨

美
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
／
元

新
聞
労
連
委
員
長
）
は
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
表
現
の
是
非
は
付
け
焼

刃
で
捉
え
ず
に
、
表
現
が
表
出

す
る
前
の
意
識
や
差
別
感
情
を

自
己
点
検
す
る
こ
と
、
そ
し
て

組
織
の
意
識
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

し
て
い
く
必
要
性
を
説
い
た
。

　

フ
ジ
テ
レ
ビ
性
暴
力
問
題
な

ど
を
問
題
視
す
る
メ
デ
ィ
ア
だ

が
、
そ
の
実
、
業
界
内
の
人
権

意
識
は
希
薄
と
指
摘
。
▽
「
日

本
の
メ
デ
ィ
ア
企
業
は
数
十
年

に
も
わ
た
り
、
不
祥
事
の
揉
み

消
し
に
加
担
し
た
」
と
す
る
国

連
人
権
理
事
会
、
▽
パ
ワ
ハ
ラ

被
害
は
９
割
、
セ
ク
ハ
ラ
被
害

は
７
割
も
受
け
た
り
見
聞
き
し

た
り
し
た
と
の
調
査
結
果
―
な

ど
を
紹
介
し
、
背
景
に
は
「
持

ち
つ
持
た
れ
つ
」
の
重
層
下
請

け
構
造
と
権
力
勾
配
、
権
力
者

と
交
流
で
き
る
万
能
感
が
絡
ん

で
い
る
と
し
た
。

　

神
奈
川
県
保
険
医
新
聞
を
含

む
メ
デ
ィ
ア
は
受
け
手
の
意
識

や
価
値
観
に
影
響
を
与
え
る
た

め
、
そ
の
表
現
は
「
本
当
に
気

を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
強
調
。
意
識
が
変
わ
ら
な
い

限
り
表
現
も
変
わ
ら
な
い
と

し
、
組
織
・
職
場
を
見
つ
め
直

す
こ
と
を
提
案
し
た
。

性
差
？
個
人
差
？

無
意
識
の
偏
見

　

『
失
敗
し
な
い
た
め
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
表
現
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

は
メ
デ
ィ
ア
業
界
の
人
権
意
識

の
希
薄
さ
へ
の
危
機
感
、
そ
し

て
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現

し
た
い
」
と
い
う
願
い
か
ら
約

２０
名
の
新
聞
記
者
た
ち
と
出
版

す
る
に
至
っ
た
と
説
明
し
た
。

　

本
書
に
記
し
た
具
体
例
と
し

て
、
▽
「
男
性
が
説
明
・
女
性

が
聞
き
役
」
は
〝
男
性
側
に
知

識
が
あ
り
女
性
は
知
識
不
足
〟

と
の
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
、

▽
「
女
性
で
も
安
心
し
て
運
転

で
き
る
車
」
や
「
男
性
で
も
作

れ
る
料
理
」
は
あ
く
ま
で
個
人

の
能
力
差
―
な
ど
、
表
現
に
潜

む
無
意
識
の
偏
見
（
マ
イ
ク
ロ

ア
グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
）
を
解
説
。

周
囲
の
決
め
つ
け
は
男
性
を
も

苦
し
め
て
い
る
と
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
率
直
な
意
見
交

換
と
自
己
点
検
が
組
織
の
意
識

を
変
革
す
る
と
強
調
。
年
１
回

で
も
構
わ
な
い
の
で
、
ざ
っ
く

ば
ら
ん
に
話
し
合
う
場
を
職
場

と
し
て
設
定
す
る
こ
と
を
提
案

し
た
。

　

神
奈
川
県
保
険
医
新
聞
に
対

し
て
は
、
投
稿
募
集
欄
の
イ
ラ

ス
ト
を
男
性
医
師
の
み
か
ら
、

女
性
医
師
も
掲
載
す
る
よ
う
に

変
更
し
た
工
夫
を
評
価
。
ま
ず

は
視
覚
情
報
か
ら
変
え
る
こ
と

が
大
切
と
し
た
。
今
後
の
課
題

に
は
「
取
材
企
画
等
の
男
女
比

率
５

：

５
を
目
指
す
」
こ
と

等
を
挙
げ
た
。

　

こ
の
他
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
Ｉ
＋
や
障
害
者

な
ど
も
含
意
す
る
こ
と
、
「
国

家
の
義
務
」
と
「
企
業
の
責
任
」

を
明
確
化
し
、
被
害
者
が
効
果

的
に
救
済
さ
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
も
触
れ

た
。

＊ 

協
会
Ｈ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｐ
に
て
動
画
配
信
中

（
会
員
限
定
）
。

講師の吉永氏

【
経
営
編
】

　

こ
こ
最
近
、
患
者
の
医
療
費

未
払
い
に
関
す
る
ご
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
具
体
的

な
対
応
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

医
療
費
の
未
払
い
で
多
い
の

は
、
〝
支
払
能
力
は
あ
る
が
持

ち
合
わ
せ
が
な
い
ケ
ー
ス
〟
で

す
。

　

そ
の
場
合
、
①
会
計
時
に
支

払
期
日
・
金
額
・
支
払
方
法
（
来

院
ｏ
ｒ
医
院
の
振
込
先
〈
振
込

手
数
料
は
患
者
負
担
〉
）
を
伝

え
ま
す
（
メ
モ
で
も
い
い
の
で

書
面
が
望
ま
し
い
）。
②
期
日

を
過
ぎ
て
も
支
払
が
な
い
場

合
、
ま
ず
は
医
院
か
ら
督
促
を

か
け
ま
す
。
督
促
は
電
話
又
は

郵
送
に
て
行
い
、
電
話
や
郵
送

の
日
付
・
内
容
を
記
録
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
郵
送
の
場
合
は
、

配
達
記
録
が
残
る
形
や
内
容
証

明
等
が
お
勧
め
で
す
。
ま
た
、

督
促
が
度
重
な
る
場
合
は
「
支

払
い
が
な
い
場
合
は
、
や
む
を

え
ず
法
的
手
段
を
検
討
す
る
可

能
性
も
あ
る
」
旨
を
伝
え
る
こ

と
も
有
効
で
す
。
③
複
数
回
電

話
や
郵
送
を
行
っ
て
も
連
絡
が

つ
か
な
い
・
支
払
い
が
な
い
場

合
、
第
三
者
の
介
入
を
求
め
ま

す
。
た
だ
し
、
こ
の
方
法
は
費

用
面
で
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
可
能

性
も
あ
る
た
め
、
少
額
の
場
合

は
会
計
士
・
税
理
士
と
相
談
の

う
え
、
貸
倒
金
と
し
て
費
用
計

上
し
て
し
ま
う
と
い
う
選
択
肢

も
あ
り
ま
す
。
介
入
を
求
め
る

第
三
者
と
し
て
、
保
険
者
（
強

制
徴
収
制
度
）
、
弁
護
士
へ
の

交
渉
依
頼
、
債
権
回
収
会
社
（
法

務
省
の
営
業
許
可
業
者
に
限

る
）
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
法
的
な
手
段
と
し
て

少
額
訴
訟
※
１

や
支
払
督
促
※
２

も
活
用
で
き
ま
す
。
制
度
や
手

続
き
の
詳
細
は
、
裁
判
所
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

患
者
の
中
に
は
、
支
払
能
力

が
な
い
た
め
支
払
え
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

取
り
立
て
る
よ
り
も
適
切
な
支

援
制
度
に
繋
げ
る
こ
と
で
未
収

金
を
回
収
で
き
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
支
援
制
度
に
つ
い
て

は
当
会
発
行
の
冊
子
「
も
し
も

し
こ
ち
ら
医
療
費
相
談
室
で
す

―
負
担
を
軽
く
受
け
や
す
い
医

療
を
―
」（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

を
ご
参
照
い
た
だ
く
か
、
患
者

へ
当
会
の
医
療
費
相
談
室
【
電

話

：

０
４
５
‐
３
１
３
‐
２

２
２
５
／
毎
月
第
３
水
曜
１４
～

１７
時
／
相
談
日
当
日
の
時
間
の

み
繋
が
り
ま
す
／
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
相
談
が
無

料
】
を
ご
案
内
く
だ
さ
い
。
冊

子
の
送
付
も
、
会
員
医
療
機
関

に
は
無
料
で
い
た
し
ま
す
。

※1：�少額訴訟…60万円以下の支払い
を求める裁判で、原則として1回
の審理で結審するので短い期間
で解決ができます。

※2：�支払督促…簡易裁判所に申し立
てを行うことで、裁判所名で支
払督促の発行がなされ、支払い
がされない場合は所定の手続き
により強制執行に移行すること
もできます。書面のみで手続き
が完了し費用も比較的安価です
が、相手からの異議申し立てが
あった場合は通常の民事裁判へ
移行してしまうというリスクも
あります。

　JOY会は3月27日、第39回研究会を協会会議室とWEB

併用で開催。「妊娠時の高血圧」をテーマに、神奈

川歯科大学附属病院内科・腎臓内科教授の橋本達夫

氏を招き、会場・WEB合わせて24名が参加した。氏は、

かつての妊娠中毒症が妊娠高血圧症候群となった経

緯に触れ、妊産婦死亡検討委員会の報告を用いて、防

ぎ得る最大の妊産婦死亡理由が高血圧であるとした。

　「妊娠高血圧症候群の診療指針2021」の内容を妊娠高血圧症の他、妊

娠高血圧腎症、HELLP症候群、妊娠関連急性腎障害についてもそれぞれ

機序や治療方法、予防法を解説。参加者からは「妊娠高血圧は内科の

学会では講義が少ないので興味深く聴けた」、「短時間にわかりやすく

まとめていただき、歯科医師にも良く理解できた」など大変好評だった。

活動報告活動報告quick reports

講師の橋本氏

JOY会研究会JOY会研究会

腎腎臓内科医が見る「妊娠高血圧臓内科医が見る「妊娠高血圧

症候群の診療指針2021」症候群の診療指針2021」「もしもしこちら
医療費相談室です」

患
者
が
医
療
費
等
を

患
者
が
医
療
費
等
を

支
払
わ
な
い
時
は
…

支
払
わ
な
い
時
は
…
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神奈川県保険医協会

政策部長　磯崎　哲男（談話）

◆�地域医療を支え、安心・安全を保障する医療費総枠の拡大が必須

　政府の経済財政諮問会議は5月26日、「骨太方針2025」の骨子案

を示し、医療など「公定価格の引き上げ」を書きこんだ。医療現

場の経営難、雇用難、人材流出の窮状を鑑みたものと解される。

これへ、財政制度等審議会は翌5月27日、春の「建議」を発表し、

医療費の更なる適正化を盛り込んだ。再診料の「外来管理加算」

の包括化、「機能強化加算」の廃止など具体的に踏み込み、職員

給与の「見える化」が公定価格の検討の要件だ、医療の将来理想

像が大事、現役世代の保険料負担の抑制が必須など、論点のすり

替えや現状の窮状の放置、一顧だにしない姿勢に終始した内容と

なっている。

　医療法人の経常利益の最頻値は「0.0～1.0％」（R4年度・R5年度）

にすぎず、全産業の賃上げ率4.1％（2024年度）に医療・福祉は

2.5％で遠く及ばない（中医協2025.4.23）。

　われわれは、医療費総枠を高齢化分に抑制する方針を転換し、

物価・賃金上昇に対応し、経営安定と医療者の技量発揮に資する

よう、診療報酬の引き上げを強く求める。

◆医療保険制度は保険料で支え、公費が補完する　

　医療が消失したら元も子もない�「目安」対応で10年

　財政審「建議」も言うように、医療保険制度は相互扶助の仕組

みである。主に保険料の拠出で支えられ、制度の財政基盤が脆弱

な国民健康保険などへ公費（国費等）が支出され成り立つ「共有地」

である。この医療費の規模により、医療内容、医療水準が規定さ

れ、地域の医療体制や存立が制約を受ける。

　国庫負担は、医療費全体の1/4を占めるに過ぎない。しかし、

予算編成で「社会保障関係費」として規模が決まり、これにより次

年度の医療費規模が規定され、保険料の規模も決まる関係にある。

　団塊世代の高齢化による当然増や技術進歩等の構造的要因によ

り医療費増加となるが、2016年度以降は、「高齢化による増加分

に相当する水準におさめる」ことを「目安」として歳出抑制、医

療費抑制が連綿と図られてきた。その間、10年近く診療報酬はマ

イナス改定であり、累積で▲4.04％になる。

　ここへ近年、物価・賃金の上昇が重なっている。医療現場への

シワ寄せ、経営苦境は火を見るより明らかである。2024年の医療

機関の倒産は64件、休廃業・解散は722件となり、それぞれ過去

最多を更新した。倒産、休廃業・解散ともに「診療所」と「歯科

医院」が急増し過去最多となったことで全体を押し上げている（帝

国データバンク）。公定価格の医療費総枠拡大は、社会状況から

見て道理である。

　「建議」は「現役世代の保険料負担の軽減」を錦の御旗とし、

医療費抑制、社会保障関係費（国庫）の抑制を言い募るが、それ

では更に「共有地」が枯渇する。保険あって医療なしでは本末転

倒となる。

　歳入の増加分や名目GDPの上昇分に比べ医療費の伸びは少な

い。消費税収の上振れ分など工面の余地はある。

◆第一線医療を犠牲にすれば、医療のドミノ倒しが始まる

　医療は経済波及効果が高い成長産業

　財政審「建議」は全体の半分の紙幅を医療に割き、第一線医療

を担う、診療所や中小病院の診療報酬の点数項目の改廃にも踏み

込んでいる。再診料の「外来管理加算」の包括化や初診料の「機

能強化加算」廃止をいうが、各々2,654億円、216億円の計2,870

億円に相当（R5年社会医療診療行為別統計より算出）し、実施さ

れれば改定率▲0.6％に相当する。これはR6年度（2024年度）改

定での、①生活習慣病管理料や処方箋料等の再編等による▲0.25

％の倍以上であり、②ベースアップ評価料の+0.6％を帳消しにす

る規模となる。皆保険制度の医療の充実へ完全に背反している。

　「建議」は保険料の上昇が賃金の伸びの範囲内にとどまると触

れ、医療費抑制の「指標」化を暗に示唆しているが、目標の第一

に掲げた「活力ある経済社会の実現」により、医療を支える保険

料の増加を期すべきである。そのためにも、社会保険の医療制度

の基盤を弱体化させず強靭化するのが本道である。

　医療、社会保障は所得再分配機能を持ち、雇用効果・経済波及

効果も高い。厚労白書など政府文書でも確認されてきている。い

わば「灌漑施設」であり、「積極的に社会保障政策を展開すること

は、成長戦略」（権丈善一・慶應大学商学部教授）でもある。医療

費総枠拡大、「目安」対応撤廃を改めて求める。� 2025年6月5日

（ ）4

皆保険制度の医療に背を向ける
財政審「建議」に反対する

※パソコンの場合過去の理事会声明・部長談話は
協会ホームページでも読めます

　協会ホームページ「いい医療ドットコム（https://www.iiiryou.com/）」では、過去の理事会

声明・部長談話を読むことができます。トップページから「私たちの考え」欄の「一覧」を

クリックしてください。

　また、▽研究会日程を確認できる便利なイベントカレンダーの閲覧、▽各種

届出用紙や院内掲示用ポスターのダウンロード―などもできます。ぜひご活用

ください。

　　＊�「会員ページ」のパスワードをご存知ない方は事務局まで＊�「会員ページ」のパスワードをご存知ない方は事務局まで（（��℡℡�045‐313‐2111）。�045‐313‐2111）。

※スマホの場合

トップページ「私たちの考え」欄の

「一覧」をクリック！
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＊1

〈参考〉

①経常利益率の最頻値は「0.0～1.0％」―医療機関は地域に点在しており、多くの医療機関が経営苦境

〇医療法人経営情報データシステム（MCDB）　令和4年度・5年度の医療法人の利益率（経営する施設の類型別）

＜薬価・材料＞ ＜全体＞

＊（1＋▲1.33％）×（1＋▲1.19％）×（1＋▲0.07％）×（1+▲0.46％）×（1＋▲0.94％）×（1＋▲0.12％）＝1＋▲4.04％（累計）

②2016（H28）年度以降の診療報酬の改定率の推移�―累計▲4.04％

＜診療報酬（技術料）＞

＜出典＞
・①②は中医協2025.4.23資料より
・�③は帝国データバンク
　　「医療機関の倒産・休廃業解散動向調査（2024年）」より

③医療機関の倒産は64件、休廃業・解散は722件と過去最多を更新

④医療費・GDP・消費税収等の年度別推移�―歳入の増加分や名目GDP上昇分に比べ医療費の伸びは少ない

作成：神奈川県保険医協会政策部

＊1）厚労省�概算医療費　＊2）2024年は推定値　＊3）令和6年度4～12月実績による推定値
＊4）消費税10％のうち国7.8％分が税収。地方2.2％分は含まれない。
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手
が
キ
レ
て
、
時
と
し
て
対
応

が
難
し
く
な
る
。
こ
の
頃
と
比

較
す
れ
ば
、
現
在
会
っ
て
い
る

先
生
は
皆
熱
心
で
更
に
大
変
だ
。

　

皆
、
背
負
う
物
が
あ
る
か
ら

こ
だ
わ
り
が
あ
り
、
時
に
は
強

い
口
調
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
と

感
じ
て
い
る
。
説
明
の
流
れ
は

佐
世
保
の
通
販
番
組
の
Ｍ
Ｃ
の

話
し
方
を
参
考
に
し
て
い
る
。

伝
え
た
い
こ
と
を
何
度
も
効
果

的
に
繰
り
返
し
印
象
に
強
く
残

す
良
い
方
法
だ
と
思
う
。
私
は

こ
の
先
も
こ
の
様
に
頑
張
っ
て

日
々
の
仕
事
を
し
て
い
け
た
ら

と
思
う
。

～第 106 弾～～第 109 弾～

私のつれづれなる日々
大和市　吉田　浩

　

幼
い
頃
よ
り
あ
ま
り
病
気
等

に
縁
が
無
か
っ
た
た
め
（
骨
折

有
）
、
医
師
、
歯
科
医
師
は
私

に
と
っ
て
先
生
様
で
あ
っ
た
。

常
に
落
ち
着
き
が
あ
り
冷
静
で

穏
や
か
な
、
そ
し
て
無
口
な
雰

囲
気
が
あ
り
、
逆
に
に
歯
科
衛

生
士
は
ノ
リ
が
良
く
、
い
た
ず

ら
を
し
て
も
笑
顔
で
対
応
し
て

く
れ
て
い
た
。

　

さ
て
、
実
際
に
自
分
が
歯
科

医
師
に
な
っ
て
み
る
と
、
過
去

に
感
じ
た
様
な
先
生
方
は
お
ら

ず
（
自
分
が
出
会
っ
て
い
な
い

だ
け
か
も
）
、
医
療
人
も
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
は
自
分
と
変
わ
ら

ず
、
勤
務
医
時
代
含
め
様
々
な

先
生
方
に
お
会
い
し
て
き
た
。

人
様
の
こ
と
ば
か
り
書
い
て
い

る
が
、
誤
解
の
無
い
よ
う
に
書

く
と
、
私
は
小
心
者
で
面
倒
な

こ
と
が
嫌
い
で
あ
る
。
憧
れ
は

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
な
の
で
あ
る
。

因
み
に
、
実
際
現
場
で
会
う
衛

生
士
は
ほ
と
ん
ど
の
方
が
気
が

強
く
過
去
に
自
分
に
対
応
し
て

く
れ
た
方
に
は
「
ゴ
メ
ン
ナ
サ

イ
」
と
謝
り
た
い
。

　

今
私
は
、
保
険
医
協
会
に
て

歯
科
保
険
診
療
対
策
部
の
１
人

と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
そ
の

時
対
面
す
る
先
生
方
は
真
摯
な

紳
士
と
淑
女
の
方
か
ら
そ
う
で

な
い
方
ま
で
様
々
だ
。
こ
の
時

の
対
応
の
原
点
は
勤
務
医
時
代

に
し
た
同
僚
の
先
生
方
と
の
保

険
算
定
の
レ
セ
プ
ト
チ
ェ
ッ
ク

だ
と
思
う
。
若
手
か
ら
先
輩
、

や
る
気
の
あ
る
方
か
ら
無
い
方

に
対
し
て
、
相
手
が
で
き
る
だ

け
分
か
り
易
い
様
に
話
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
自

分
も
勉
強
し
な
け
れ
ば
し
っ
か

り
と
説
明
で
き
な
い
。
相
手
が

理
解
で
き
な
か
っ
た
り
分
か
っ

た
ふ
り
を
す
れ
ば
、
来
月
も
同

じ
内
容
で
ミ
ス
を
す
る
の
で
、

資
料
を
用
意
し
目
を
通
す
様
に

穏
便
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
言
い
方
を
間
違
え
る
と
相

新聞「銷夏特集号」新聞「銷夏特集号」
投稿募集投稿募集

　保険医新聞「銷夏特集号」（2025年8月5・　保険医新聞「銷夏特集号」（2025年8月5・

15日号）は、会員からの投稿を中心に作15日号）は、会員からの投稿を中心に作

成いたします。下記のテーマ投稿のほか、成いたします。下記のテーマ投稿のほか、

随筆、写真・絵画、俳句・短歌などの投随筆、写真・絵画、俳句・短歌などの投

稿もお待ちしております稿もお待ちしております。。

   《投稿テーマ》    《投稿テーマ》 

　　①①「自由投稿「自由投稿」」

　　②「②「戦後80年戦後80年」」

　　③「③「心に残る親の言葉心に残る親の言葉」」

　　④「④「私のリフレッシュ方法私のリフレッシュ方法」」

     《文字数》   《文字数》  700文字以内“厳守”700文字以内“厳守”

   《締切り》     《締切り》  7月1日（火）必着7月1日（火）必着

     《   《送 付 先送 付 先 》》郵 送・FAX・メ ー ル〈kanahoi-郵 送・FAX・メ ー ル〈kanahoi-

shinbun@hoken-i.co.jp〉等でお送りくださshinbun@hoken-i.co.jp〉等でお送りくださ

い。ご不明点は新聞部までい。ご不明点は新聞部まで（（℡ ℡ 045-313-2111）045-313-2111）。。
※ 投稿は会員本人からの作品のみを受け付けさせて※ 投稿は会員本人からの作品のみを受け付けさせて

いただきます。投稿者には薄謝を進呈いたします。いただきます。投稿者には薄謝を進呈いたします。

『なぜハーバードは
虎屋に学ぶのか』

著者：佐藤　智恵

中央公論新社、2025年5月、

1,100円（税込）

と
ら
や
の
キ
ャ
ン
デ
ー
と

と
ら
や
の
キ
ャ
ン
デ
ー
と

ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム

ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム

三
浦
郡
葉
山
町　

井
上　

惠
美

　

中
学
や
大
学
の
入
試
問
題
に

も
多
く
採
用
さ
れ
た
と
い
う
ハ

ー
バ
ー
ド
・
シ
リ
ー
ズ
の
最
新

刊
だ
。
世
界
最
高
の
知
性
が
集

ま
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
経
営
大

学
院
で
一
番
人
気
の
あ
る
研
修

旅
行
先
が
日
本
。
参
加
者
が
一

学
年
の
全
学
生
の
４０
％
、
全
教

員
の
２０
％
が
日
本
へ
の
研
修
に

興
味
を
持
っ
た
と
い
う
。
他
の

新
興
国
の
成
長
な
ど
に
比
べ
て

目
立
た
な
い
印
象
も
あ
る
日
本

が
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
人
気
を
集

め
て
い
る
の
か
。

　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
経
営
大
学

院
の
授
業
や
研
修
を
も
と
に

「
日
本
か
ら
何
を
学
ん
で
い
る

の
か
」
を
、
自
ら
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
で
Ｍ
Ｂ
Ａ
（
経
営
学
修
士
）

を
取
得
し
た
著
者
が
解
き
明
か

す
。

　

本
の
題
名
に
も
あ
る
よ
う
に

虎
屋
な
ど
誰
も
が
分
か
る
よ
う

な
有
名
な
企
業
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
含
め
、
ま
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
の
問
い
に
対
し
て
も
、
難

解
な
言
葉
を
使
わ
ず
に
も
書
い

て
あ
り
理
解
し
や
す
い
。

　

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
事
例

の
中
に
は
、
大
変
興
味
深
い
も

の
も
あ
る
が
、
そ
の
中
の
日
本

の
長
所
や
美
徳
は
そ
う
珍
し
い

こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
既

に
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
で
言
い
尽

く
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
テ
ッ

セ
イ
（
新
幹
線
の
清
掃
会
社
）

や
ト
ヨ
タ
の
取
り
組
み
な
ど
日

本
の
現
場
力
は
充
実
し
て
お

り
、
様
々
な
分
野
の
リ
ー
ダ
ー

た
ち
は
今
も
現
場
で
知
恵
を
出

し
頑
張
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

た
日
本
の
こ
と
が
外
国
で
は
そ

う
で
は
な
く
、
日
本
文
化
の
魅

力
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
、
こ
の
本
に
よ
っ
て
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
日
本
の
未
来
を

考
え
る
上
で
、
ま
た
日
本
社
会

の
良
さ
を
見
直
す
上
で
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
ヒ
ン
ト

が
詰
ま
っ
た
本
で
は
あ
る
。

　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
教
育
の

シ
ス
テ
ム
は
、
新
し
さ
を
求
め

時
代
の
変
化
に
即
応
し
よ
う
と

す
る
あ
ま
り
に
、
過
去
の
偉
人

と
ゆ
っ
く
り
対
話
を
す
る
時
間

が
取
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
、
ち
ょ
っ
と
穿
っ
た
見

方
を
す
れ
ば
、「
一
番
人
気
」

と
は
研
修
旅
行
の
行
き
先
と
し

て
の
話
で
、
こ
れ
は
世
話
役
の

企
画
が
優
れ
日
本
人
の
お
も
て

な
し
に
対
す
る
評
価
が
高
い
と

い
う
こ
と
だ
け
の
こ
と
で
、
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
と
し
て
日
本
を

高
く
評
価
し
て
い
る
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
と
も
思
え
る
。
日

本
贔
屓
の
教
授
陣
の
賞
賛
を
鵜

呑
み
に
し
な
い
で
読
む
こ
と
を

お
薦
め
す
る
。

　

歯
科
・
医
科
チ
ー
ム
で
リ
レ

ー
の
大
会
で
す
。
初
め
て
の
参

加
で
歯
科
チ
ー
ム
と
し
て
最
初

の
６
周
（
周
回
１
・
３
㎞
）
を
走

っ
た
大
和
市
の
伊
藤
正
裕
先

生
、
お
疲
れ
様
で
す
。
歯
科
の

相
模
原
市
中
央
区
の
久
保
倉
弘

美
先
生
、
お
得
意
の
ト
レ
イ
ル

ラ
ン
か
ら
マ
ラ
ソ
ン
（
駅
伝
）を

走
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
関
口
武
三
郎
先

生
の
ラ
ン
が
あ
り
、
ア
ン
カ
ー

ラ
ン
ニ
ン
グ
同
好
会

昨
年
の
リ
ベ
ン
ジ
果
た
す

昨
年
の
リ
ベ
ン
ジ
果
た
す

第
４
回
多
摩
川
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

第
４
回
多
摩
川
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場

に
出
場

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
同
好
会
は
４
月

２９
日
、
鶴
見
川
河
川
敷
（
周
回

コ
ー
ス
）
で
開
催
さ
れ
た
多
摩

川
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
（
駅
伝
）

に
２
チ
ー
ム
で
出
場
。
木
村
聡

会
長
は
じ
め
７
名
と
事
務
局
が

参
加
し
た
。
こ
の
度
、
新
た
な

会
員
２
名
が
メ
ン
バ
ー
に
加
わ

っ
た
。

　

前
日
の
大
雨
と
打
っ
て
変
わ

り
、
気
持
ち
の
良
い
気
候
の
中

で
ス
タ
ー
ト
。
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
の
距
離
を
４
人
で
タ
ス
キ
を

つ
な
ぐ
駅
伝
で
、
１
人
が
複
数

回
走
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
た

た
し
た
（
Ｂ
チ
ー
ム
１７
位
、
Ａ

チ
ー
ム
１８
位
／
２９
チ
ー
ム
）。

練
習
会
後
は
、
恒
例
の
懇
親
会

で
祝
杯
を
挙
げ
た
。

　

こ
の
度
、
当
日
参
加
し
た
濱

名
先
生
よ
り
参
加
記
を
い
た
だ

い
た
の
で
掲
載
す
る
。

め
、
タ
イ
ム
短
縮
の
た
め
に
１

人
１
周
づ
つ
複
数
回
走
る
方
法

も
取
り
入
れ
て
、
見
事
昨
年
の

最
下
位
か
ら
の
リ
ベ
ン
ジ
を
果

鎌
倉
市
　
濱
名　

哲
郎

参加記

医
科
・
歯
科
、
1 9
秒
差
の
大
接
戦

途
中
、
救
命
活
動
も
担
う

は
木
村
聡
先
生
へ
と
繋
が
り
ま

し
た
。

　

医
科
チ
ー
ム
は
最
初
の
頃
に

走
っ
た
新
井
桂
子
先
生
、
そ
し

て
交
代
し
な
が
ら
１
周
ず
つ
勝

亦
さ
ん
と
私
（
濱
名
）
が
走
り
、

更
に
最
後
の
２
周
は
勝
亦
さ

ん
、間
渕
さ
ん
、
小
野
さ
ん
と
交

代
し
な
が
ら
３
周
毎
に
走
っ
て

と
い
う
「
木
村
・
勝
亦
作
戦
」
が
、

両
チ
ー
ム
１
分
差
と
い
う
ア
ン
カ
ー

記念撮影

勝
負
を
生
み
出
し
た
の

で
す
。
当
日
は
快
晴
で
、

大
会
前
半
に
高
齢
の
ラ

ン
ナ
ー
が
走
っ
た
直
後

に
倒
れ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
蘇

生
す
る
た
め
に
、
医
科
チ

ー
ム
新
井
先
生
と
ク
リ

ニ
ッ
ク
ス
タ
ッ
フ
の
間

渕
さ
ん
が
加
わ
り
、
救
命

に
至
る
と
い
う
救
護
も

み
ら
れ
ま
し
た
。
レ
ー
ス

に
戻
り
ま
す
と
、
木
村
先

生
の
走
り
出
す
１
分
前

に
、
濱
名
は
ア
ン
カ
ー
の

　ベア評価料を2024年6月から2025年2月までに届け出た医

療機関は、2025年度の「賃金改善計画書」を4月に作成し、

6月30日（月）までに原則メール（baseup-hyoukaryou14@

mhlw.go.jp）にて関東信越厚生局神奈川事務所に届出る必

要がある。締切が迫っているので、該当の医療機関は忘れ

ずに届出していただくようお願いする。

賃金改善計画書の様式・記載例はこちら

（厚生局HP）からダウンロード➡

① 【2025年2月までに届け出た医療機関】
   2025年度計画書は6月末、2024年度報告書は8月末まで
　ベア評価料を2024年6月から2025年2月までに届け出た医療機関※

は、まず2025年度の賃金改善“計画書”を4月に作成し、6月30日

までに原則メール（baseup-hyoukaryou14＠mhlw.go.jp）で関東信

越厚生局神奈川事務所に届け出る。また、2024年度分の賃金改善“実

績報告書”を8月31日までに提出する。

※2025年3月1～3日に届出を行い、2025年3月から算定を開始している場合も含む

② 【2025年3月以降に届け出た医療機関】
　 今年度の書類提出は必要なし

　ベア評価料を2025年3月以降に届出、4月1日付で受理された医療

機関は、既に2025年度の計画書を提出しているため、同年6月30日

までに計画書を提出する必要はない。併せて同年8月31日までの実

績報告書の提出も要しない。

お問合せは保険診療対策部・歯科保険診療対策部（TEL 045-313-2111）まで

ベースアップ評価料

「賃金改善計画書」提出お忘れなく

襷
を
掛
け
て
走
り
ま
し
た
。
折

り
返
し
の
コ
ー
ン
を
回
り
、
暫

く
す
る
と
お
互
い
に
エ
ー
ル
交

換
し
て
す
れ
違
い
ま
す
。
今
回

も
抜
か
れ
る
距
離
と
の
思
い

に
、
す
れ
違
い
後
に
ス
ピ
ー
ド

が
上
が
り
、
結
果
は
歯
科
チ
ー

ム
と
１９
秒
差
で
の
医
科
チ
ー
ム

の
勝
利
と
な
り
ま
し
た
。
レ
ー

ス
終
了
後
は
、
川
崎
駅
近
く
で

大
反
省
会
と
い
う
名
の
飲
み
会

で
す
。
居
酒
屋
の
窓
か
ら
見
え

る
川
崎
駅
を
見
な
が
ら
の
会
と

な
り
ま
し
た
。
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7月3日(木)午後7時～

歯

科

臨

床

研

究

会

　

口
腔
外
科
は
幅
広
い
医
学
的
知
識
が
要
求
さ
れ
る
。
な

か
で
も
口
腔
が
ん
は
〝
口
腔
外
科
学
〟
の
基
軸
と
な
る
疾

患
で
あ
り
、
口
腔
外
科
医
に
と
っ
て
修
得
す
べ
き
ス
キ
ル

の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
一
方
、
が
ん
医
療
は
多
職
種
連
携

で
行
う
チ
ー
ム
医
療
が
必
須
と
な
り
、
昨
今
で
は
が
ん
専

門
機
関
へ
の
集
約
化
に
向
か
っ
て
お
り
、
歯
科
医
師
の
果

た
す
べ
き
役
割
も
変
化
し
て
き
て
い
る
。
本
講
演
で
は
、
口

腔
が
ん
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
な
ら
び
に
こ
れ
か
ら
向
か
う
方

向
性
に
つ
い
て
、情
報
を
ご
提
供
で
き
た
ら
幸
い
で
あ
る
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
口
腔
が
ん
医
療
の

　
　  

こ
れ
か
ら
」

講
　
師
　
自
治
医
科
大
学
医
学
部 

総
合
医
学
第
２
講
座

教
授

　
　
　
　
自
治
医
科
大
学
附
属
さ
い
た
ま
医
療
セ
ン
タ
ー

歯
科
口
腔
外
科

　
　
　
　
科
長 

安
部　

貴
大
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

　
① 

協
会
会
議
室

： 
定
員
５０
名

　
②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

： 
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド 

 

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ 

 

よ
り
お
申
込
み

※
講
師
は
来
場
予
定
で
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

7月25日(金)午後7時～ 7月13日(日)午前9時30分～
初
診
料
（
歯
初
診
）、
歯
科
外
来
診
療
医
療
安
全

対
策
加
算
（
外
安
全
１
）、
歯
科
外
来
診
療
感
染

対
策
加
算（
外
感
染
１
・
２
）の
施
設
基
準
研
修
会

歯
科
医
療
安
全
対
策
講
習
会

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

テ
ー
マ
　「
偶
発
症
に
対
す
る
緊
急

時
の
対
応
、医
療
事
故
、

院
内
感
染
防
止
対
策
、

感
染
経
路
別
予
防
策
及

び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
感
染
症
等
に
対
す

る
対
策
・
発
生
動
向
等
」

講
　
師
　
東
京
医
科
歯
科
大
学
（
現 

東
京
科
学
大
学
）

　
　
　
　
名
誉
教
授 

深
山　

治
久
氏

参
加
対
象
　
歯
科
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　 

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は 

 

協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
込
み

※
上
記
「
歯
科
特
別
研
究
会
」
備
考
欄 

の
①
～
⑤
と
同
様
で
す
。

※
医
療
法
で
定
め
ら
れ
た
「
医
院
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
医

療
安
全
管
理
研
修
（
年
に
２
回
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
）」
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

歯
科
・
新
規
指
定
医
講
習
会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室

テ
ー
マ
　「 

歯
科
新
規
個
別
指
導
の

対
策
講
習
会
」

講
　
師
　
歯
科
保
険
診
療
対
策
部 

講
師
団

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

定
　
員
　
２０
名

※
こ
れ
か
ら
新
規
個
別
指
導
を
迎
え
る
方
を
対
象
と
し
た

講
習
会
と
な
り
ま
す
。

※
当
日
、書
籍『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
２
０
２
４
年
６
月

版
』を
ご
持
参
く
だ
さ
い（
会
員
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
）。

お
申
込
み
　
歯
科
保
険
診
療
対
策
部

会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※�必ず事前にお申込みください。

※ 新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

 

郵
便
口
座
名 

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号 

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

7月26日(土)午後7時～（受付6時30分～） 7月13日(日)午前10時～

日

本

酒

利

き

酒

会

　

老
舗
酒
販
店
の
横
浜
君
嶋
屋
４
代
目
社
長
・
君
嶋
哲
至

氏
よ
り
、
毎
回
貴
重
な
銘
酒
を
全
国
か
ら
集
め
て
い
た
だ

き
、
華
麗
で
詳
細
な
解
説
と
と
も
に
お
送
り
し
ま
す
。
さ

す
が
の
酒
好
き
で
も
、
初
め
て
出
会
う
酒
が
多
く
、
毎
回

新
し
い
感
動
を
い
た
だ
き
ま
す
。
美
味
し
い
お
料
理
と
と

も
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
　
日
本
料
理
「
横
浜 

星
の
な
る
木
」

テ
ー
マ
　「
貴
重
な
銘
酒
を
呑
み
比
べ

 

日
本
酒
利
き
酒
会
」

講
　
師
　（
株
）
横
浜
君
嶋
屋

　
　
　
　
代
表
取
締
役
社
長 

君
嶋　

哲
至
氏

参
加
費
　
２
万
２
千
円
（
事
前
振
込
）

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

定
　
員
　
３０
名

※
事
前
に
参
加
の
お
申
込
み
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
申
込

み
を
済
ま
せ
て
ご
参
加
が
確
定
し
た
後
に
、
振
込
口
座

と
口
座
番
号
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
申
込
み
　 

文
化
部（「
み
ん
な
の
料
理
教
室
・
利
き
酒
会
」担
当
）

医
科
・
新
規
指
定
医
講
習
会

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

講
　
師
　
保
険
医
協
会
役
員
と
保
険
診
療
対
策
部
員

参
加
対
象
　
医
科
会
員（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

※
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
パ
ス
コ
ー
ド
等
は
、
事
前
に
お
送
り
す
る

テ
キ
ス
ト
に
同
封
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
郵
便
事
情

の
関
係
で
発
送
か
ら
到
着
ま
で
に
１
週
間
近
く
か
か
る

事
例
も
生
じ
て
い
ま
す
。
早
目
の
お
申
込
み
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
資
料
は
１
部
お
送
り
し
ま
す
。
そ
れ
以
上
必
要
な
方
は

後
日
お
知
ら
せ
す
る
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
く
だ
さ
い
。

※
次
回
開
催
は
９
月
の
予
定
で
す
。
お
申
込
み
等
は
開
催

月
の
前
月
（
８
月
）
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
開
業
１
年
以
上
で
参
加
を
希
望
す
る
方
は
個
別
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
保
険
診
療
対
策
部

6月18日　
～6月26日

６
月
１８
日
（
水
）

医
療
費
相
談
室
１４
時
。
医
療

運
動
部
会
１９
時
３０
分
。

６
月
１９
日
（
木
）

Ｊ
Ｏ
Ｙ
会
研
究
会
１９
時
。
歯

科
保
険
診
療
対
策
部
会
１９
時
。

６
月
２１
日
（
土
）

み
ん
な
の
料
理
教
室
１５
時
。

６
月
２４
日
（
火
）

医
療
情
報
部
会
１９
時
３０
分
。

６
月
２５
日
（
水
）

新
聞
編
集
会
議
１９
時
。
横
浜

支
部
幹
事
会
１９
時
３０
分
。

６
月
２６
日
（
木
）

月
例
研
究
会
１９
時
３０
分
。

7月16日(水)午後7時～
歯
援
診
・
口
管
強
の
施
設
基
準
研
修
会

歯

科

特

別

研

究

会

　

本
研
修
会
は
在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
（
歯
援
診
）

と
口
腔
管
理
体
制
強
化
加
算
（
口
管
強
）
の
施
設
基
準
対

応
研
修
会
で
す
。
「
高
齢
者
の
心
身
の
特
性
（
認
知
症
に

関
す
る
内
容
を
含
む
）
、
口
腔
機
能
の
管
理
、
緊
急
時
対
応
、

歯
科
疾
患
の
重
症
化
予
防
に
資
す
る
継
続
管
理
、
小
児
の

心
身
の
特
性
」
に
つ
い
て
の
内
容
に
加
え
、
口
管
強
の
施

設
基
準
の
選
択
式
項
目
に
あ
り
ま
す
「
在
宅
医
療
ま
た
は

介
護
に
関
す
る
研
修
」
、「
認
知
症
対
応
力
向
上
研
修
」
に

も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

講
　
師
　
鶴
見
大
学 

名
誉
教
授 

花
田　

信
弘
氏

参
加
対
象
　
歯
科
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　 
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は 

 

協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
込
み

①
同
じ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
登
録
で
き 

る
の
は
１
名
様
ま
で
で
す
。
同
じ 

医
療
機
関
か
ら
複
数
名
で
申
込
み
さ
れ
る
場
合
は
そ
れ

ぞ
れ
違
う
ア
ド
レ
ス
で
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

②
ご
参
加
の
際
は
、
必
ず
ご
自
身
の
お
名
前
で
ご
登
録
さ

れ
た
登
録
確
認
メ
ー
ル
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
よ
り
ご
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。ご
登
録
氏
名
と
別
の
方
で
の
ご
参
加
、

同
じ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
複
数
名
の
ご
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
本
研
究
会
は
、
保
険
医
協
会
の
会
員
（
会
員
医
療
機
関

ス
タ
ッ
フ
様
、
会
員
ご
家
族
様
も
含
む
）
の
み
が
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

④
研
究
会
終
了
後
、
確
認
テ
ス
ト
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

確
認
テ
ス
ト
を
受
講
し
、
か
つ
講
演
を
最
初
か
ら
最
後

ま
で
ご
受
講
さ
れ
た
歯
科
医
師
の
方
（
※
会
員
本
人
に

限
り
ま
す
。
会
員
本
人
で
は
な
い
勤
務
医
の
先
生
等
に

は
発
行
で
き
な
い
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
ご
容
赦
く
だ
さ

い
）
に
修
了
証
を
発
行
い
た
し
ま
す
。
修
了
証
は
申
込

み
時
に
ご
登
録
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ

ル
で
お
送
り
す
る
予
定
で
す
。

⑤
講
演
の
途
中
参
加
、
途
中
退
出
、
確
認
テ
ス
ト
の
未
回

答
の
場
合
は
、
修
了
証
は
発
行
い
た
し
か
ね
ま
す
。
接

続
ト
ラ
ブ
ル
等
の
場
合
で
あ
っ
て
も
ご
対
応
い
た
し
か

ね
ま
す
。
必
ず
ご
自
身
で
接
続
環
境
な
ど
事
前
に
ご
確

認
の
上
、
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

!!
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